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一人ひとりが幸せを感じる亥年に
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六戸町長　吉田　豊

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成

三
十
一
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
旧
年
中
は
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多

く
の
方
々
に
、
町
政
へ
の
深
い
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
全

国
各
地
で
台
風
や
大
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
や
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
、
今
な

お
避
難
生
活
が
続
い
て
い
る
地
域
も
ご

ざ
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
復
旧
、
復

興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
町
で
は
幸
い
、
大
き
な
災
害
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
６
月
と
８
月

の
天
候
不
順
や
度
重
な
る
台
風
の
上
陸

に
よ
り
農
作
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
町
の
基
幹
作
物
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
「
ご
ぼ
う
」
の
収
量
は
平

年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、「
長
い
も
」

「
に
ん
に
く
」
に
お
い
て
は
良
品
質
な

も
の
が
多
い
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
高
品
質
な
農
産
物

を
生
産
す
る
た
め
に
生
産
者
皆
様
方
の

大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
も
の
と
拝
察

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
動
向

に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
恒
例
の
「
メ
イ
プ
ル
タ
ウ
ン

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
」
は
、
総
合
体
育

館
の
改
修
工
事
に
伴
い
屋
外
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
近
年
に
な
い
好
天

に
恵
ま
れ
、
盛
況
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
六
戸
秋
ま
つ
り
」
や
そ
の
他
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
も
、
円
滑
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
献
身
的
な

町
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
尽
力
の

賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
率
先
し
て
イ
ベ
ン

ト
に
携
わ
り
町
に
活
気
を
も
た
ら
し
て

い
る
皆
様
を
見
て
、
大
変
心
強
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
、「
平
成
」
と
い
う
一
つ
の
時

代
が
区
切
り
を
迎
え
、
新
た
な
時
代
が

動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
地
方

公
共
団
体
は
、
自
主
性
お
よ
び
自
立
性

を
高
め
、
個
性
豊
か
な
活
力
に
満
ち
た

地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、
新

し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
体
質
の
強
化

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
平

成
の
そ
の
先
の
時
代
に
向
か
っ
て
課
題

を
的
確
に
捉
え
、「
住
み
よ
い
町
」「
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え
る
町
」
に
す
る

た
め
に
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
考
え
力

を
合
わ
せ
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
が
昨
年
度
に
比
べ
大
幅

な
減
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
減
少
傾
向
は
今
後
も
続
く
も
の
と
予

測
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

財
政
見
通
し
の
中
、
財
政
健
全
化
の
取

り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら
次
世
代
に
負

担
を
残
さ
な
い
よ
う
、
重
点
化
を
図
り

効
率
的
な
事
業
実
施
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
町
政
運
営
の
根
幹
で
あ
る
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
健
全
財
政
を
基
盤

と
し
、「
恵
み
の
大
地
と
人
が
結
び
合

う　
や
す
ら
ぎ
と
感
動
の
定
住
拠
点
・

六
戸
」
の
実
現
に
向
け
、
ふ
る
さ
と
の

住
み
よ
さ
を
感
じ
る
町
づ
く
り
に
向
か

っ
て
更
に
皆
様
と
の
協
働
を
進
め
、
魅

力
的
で
躍
動
感
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
町
民
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
の
そ
の
先
の
時
代
に
向
か
っ
て

謹賀新年 ２０１9
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平成31年度 六戸町嘱託職員　募集要項

Town	News

六戸町では、事務事業を効率的・効果的に行うため、嘱託職員を雇用しています。
平成31年度採用の嘱託職員を次のとおり募集します。【受付期限：平成31年1月16日㈬　午後5時まで】
１　募集の内容　職種区分、採用予定人員および勤務場所など

２　勤務条件　（1）勤務時間　原則として、月曜日～金曜日の午前8時15分～午後5時（休憩1時間）
　　　　　　（2）賃　　金　◎距離に応じ別途交通費の支給あり　◎継続勤務の場合は昇給有

（3）各種保険　健康保険、厚生年金、雇用保険
（4）年次有給休暇など　六戸町嘱託職員の任用に関する規程による
３　申込手続
（1）提出書類　※提出書類は返却しません。

◎嘱託職員雇用申込書　※申込書については、役場総務課に備え付けしているほか六戸町ホームページ
　　　　　　　　　　　　（http://www.town.rokunohe.aomori.jp/）からダウンロードできます。
◎履歴書　※学歴については、最終学歴から中学校以上を記入してください。
　　　　　※職歴については、3ケ月以上勤務したものに限り、最新のものからもれなく記入してください。
◎住民票抄本　◎各資格証（免許証）の写し　◎普通自動車免許証の写し

（2）受付期限および申込先　受付期限：平成31年1月16日㊌　午後5時まで
　　　　　　　　　　　　※持参の場合は、土日祝日を除き午前8時30分から午後5時まで受付します。
　　　　　　　　　　　　※郵送の場合は、1月16日到着分まで有効とします。

（3）申込みおよび問合せ先　六戸町役場総務課人事係　
　　　　　　　　　　　　〒039-2392　六戸町大字犬落瀬字前谷地60　☎0176－55－4582

４　選考方法　・第一次選考は書類審査により、第二次選考は面接試験を行います。
・第二次選考は、平成31年1月下旬を予定しておりますが、詳細については、第一次選考の合格

者に郵送で通知します。

登録しましょう！「六戸町防災情報配信システム」
気象警報や緊急地震速報、国民保護情報（ミサイル発射など）などの防災情報をメールで受け取ることが
できます。
■登録方法　メール表題に【防災メール登録希望】と入力し、本文へ「氏名（ふりがな）」、「性別」、

「配信を希望するメールアドレス」を入力して soumu@town.rokunohe.aomori.jp
へ送信してください。右のQRコードからも登録できます。

※登録料は無料ですが、通信料は利用者の負担となります。
※迷惑メール対策をしている場合は、bousai_rokunohe@town.rokunohe.aomori.jpからのメールを受信できるようにしてください。

六戸町副町長の辞職についてのお知らせ
　六戸町副町長 保土澤正教 が一身上の都合により、平成30年12月31日付で辞職することとなりました。
お知らせいたします。

職種区分 採用予定人員 勤務場所 応募資格 任用期間
①主任介護支援専門員 1名

六戸町地域包括
支援センター

・職種区分に応じた資格を
有する者で、昭和38年4
月1日以降に生まれた方

・普通自動車免許証を有す
る者

平成31年4月1日
から1年間

②社会福祉士 1名
③介護支援専門員 3名
④保健師 1名
⑤看護師および准看護師 1名
⑥管理栄養士 1名

職種区分 賃　　金 職種区分 賃　　金
①主任介護支援専門員 226,100円 ④保健師 226,400円
②社会福祉士 226,100円 ⑤看護師および准看護師 看護師 190,500円 / 准看護師  163,000円
③介護支援専門員 197,500円 ⑥管理栄養士 186,900円
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町からのお知らせ

〈町・県民税　所得税〉申告受付
平成31年度（平成30年分）町・県民税および所得税の申告受付を行います。
世帯主あてにハガキで申告相談日をお知らせします。案内のある日に申告会場へお越しください。
通知がない場合でも、必要な方は期限内に申告するようお願いします。
今年度よりサービス向上を目的として、町で受付した確定申告書は電子申告により提出すること
になりました。これに伴い、電子申告が初めての方に限り電子申告用の「利用者識別番号」を取得
するため、若干時間をいただきますのでご了承ください。

期　間　　２月８日㊎から３月15日㊎まで
会　場　　役場別館会議室
時　間　　午前の部　 9時から11時
　　　　　午後の部　13時から15時
　　　　　　（受付は午前８時から）

申告に必要なもの
１　給与収入・年金収入がある方は、平成30年分源泉徴

収票（原本）

２　事業所得（農業・営業）や不動産所得のある方は、収
入金額と必要経費がわかる帳簿と、その帳簿に記載
された収入・経費の内容がわかる書類

３　譲渡所得（土地建物等の売却など）のある方は、売買
契約書と、売却にかかった費用およびその売却した
資産を取得するのにかかった費用がわかる書類

　　※特別控除を受ける場合は、別途証明書等が必要に
なります。

４　一時所得（生命保険料などの受け取り）がある方は、
支払明細書など

５　生命保険料・地震保険料控除を受ける方は、平成30
年分の控除証明書

６　社会保険料控除を受ける人は、国民年金保険料や国
保税、後期高齢者医療保険料などの領収証（平成30年
中の領収印があるもの）または支払証明書

７　医療費控除や住宅借入金等特別控除、寄付金控除な
どを受ける場合、その必要な書類

８　本人名義の口座番号と、印鑑

９　税務署から、お知らせハガキや確定申告書が送られ
ている方は、そのハガキや申告用紙

10　マイナンバーカードまたは通知カードおよび本人確
認書類

11　電子申告したことがある方は利用者識別番号がわか
るもの

農業などの事業所得がある人は、収入や経費を記載
した帳簿の作成と、その内容が分かる書類の保存が
義務付けられています。
　必ず帳簿を持参してください。

マイナンバーの記載に伴う本人確認
　マイナンバー制度の導入に伴い、申告にはマイナンバ
ーの記載および提示が必要になります。本人確認書類は
パターンによって異なりますのでお持ちになる際はご注
意ください。
　
●マイナンバーカードをお持ちの方

　マイナンバーカードは、このカードだけで本人確認
が可能です。

●マイナンバーカードをお持ちでない方
　番号確認書類と本人確認書類の２種類以上の書類が
必要となります。

※上記以外の写真表示のない本人確認書類の提示のとき
には２種類以上の書類が必要です

表面（案） 裏面（案）

（マイナンバーカード見本）

番号確認書類
《マイナンバーが確認できる書類》

・通知カード
・住民票の写しまたは住民票記載事項証明

本人確認書類
《記載したマイナンバーの持ち主であることを

確認できる書類》
・運転免許証　　・身体障害者手帳
・パスポート　　・税務署送付申告書
・在留カード　　　などのうちどれか一つ
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所得がなくても申告は必要です！
　世帯員で申告をしない方がいると、国民健康保険税や後
期高齢者医療保険料の軽減を受けられない場合があります。
　また、介護保険料や保育料の算定ができない、各種申請
に必要な所得課税証明書が発行できないなどの影響があり
ます。ご注意ください。

期　間　　２月８日㊎から３月15日㊎まで
会　場　　役場別館会議室
時　間　　午前の部　 9時から11時
　　　　　午後の部　13時から15時
　　　　　　（受付は午前８時から）

申告が必要な方
　平成31年１月１日現在で六戸町に住民登録があり、次
のいずれかに該当する方

１　事業所得者（農業、営業）
２　不動産所得者（地代、家賃など）
３　給与所得者
　・年末調整されなかった
　　（平成30年中に退職した場合を含みます）
　・２ヶ所以上から給与の支払いを受けた
　・給与以外の所得がある

４　年金所得者
・年金以外の所得がある
・社会保険料、扶養、医療費などの控除を受けたい

５　上記以外の所得があった方
・土地などの売却をした
・保険金を受け取った
・株などの配当を受けた　　　…など

６　町外の方の被扶養者

申告が不要な方
１　税務署にて確定申告をする方
２　平成30年中は給与所得のみで年末調整されている方
３　平成30年中に所得がなく、町内の方の被扶養者とし

て申告されている方

　確定申告の必要のない給与所得者でも、次に該当する方
はすでに納めた所得税の一部または全部が還付されます。

１　医療費控除を受ける方　
保険金で補てんされた分は差し引かれます。また、
控除の該当にならない医療費などもあります。

２　住宅借入金など特別控除を受ける方
今年初めて控除を受ける方や、年末調整で申告書を
提出していなかった方が対象です。

３　寄付金控除を受けられる方

会場で受付できない方
１　土地・株式譲渡所得や先物取引・株の配当による所

得がある方で、相談内容が複雑な方
２　青色申告の方
３　相続税および贈与税の申告の方
以上の方は十和田税務署で申告してください

確定申告で所得税の還付を受けられる方

マイナちゃん

●町・県民税申告に関するお問い合わせ　六戸町税務課　　　☎５５－４４９４
●確定申告に関するお問い合わせ　　　　十和田税務署　　　☎２３－３１５１

個人住民税の特別徴収について　従業員の個人住民税は「特別徴収」が原則です！

　個人住民税は、「地域社会の会費」として県と市町村の行政サービスを支える貴重な財源となっています。個人
住民税の「特別徴収」とは、所得税の源泉徴収と同様に、事業主が従業員に代わり、毎月支払う給与から個人住民
税の税額を天引きし、納入する制度です。県と市町村は、地方税法の要件に該当する事業主の皆様について、個
人住民税の特別徴収義務者の指定に向けた取り組みを行なっています。
　特別徴収を行う事業主の皆様並びに従業員の皆様におかれましては、何とぞご理解とご協力をお願いいたしま
す。まだ実施されていない事業主の皆様は特別徴収への切替えをお願いします。
　特別徴収の手続きなどについては、従業員の住所地の市町村へお問い合わせください。
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町からのお知らせ

六戸町役場
産業課

六戸町役場

農地の集積・集約にご協力を!!
〇農地中間管理事業とは、県指定の農地中間管理機構が農地を借り入れ、規模拡大を目指す担い手に貸し付ける事業

です。貸付希望の農地について、機構が貸受希望者（受け手）を探してマッチングします。

※集積にご協力いただいた貸付希望者（出し手）の方で、ある一定の条件を満たせば、固定資産税の軽減の措置や協力
金の対象となる可能性があります。

問青森県農地中間管理機構　☎017－773－3131（公益社団法人あおもり農林業支援センター）
　農地中間管理事業PR動画 http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/kikou/prodouga.html
　六戸町産業課　　　　　　☎0176－55－4495
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六戸町役場
産業課

六戸町役場

農地は、日本の財産です
農地を有効に活用するために

農地中間管理機構を利用しましょう
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【くらしの安全情報】

不動産相談会を開催します弁護士法律相談

■事故を防ぐための注意ポイント■
◎入浴前に脱衣所や浴室を暖めましょう。

暖かい部屋から、温度の低いところへ入ることで血圧が上がり、その後、温かい湯に入ることで血圧が
低下します。この急激な血圧の上がり下がりを抑えるために、入浴前には脱衣所や浴室を暖め、部屋と
の温度差をなくすことが大切です。

◎湯温は41度以下、湯につかる時間は10分までを目安にしましょう。
◎浴槽から急に立ち上がらないようにしましょう。

入浴中には湯で体に水圧がかかっています。急に立ち上がると体にかかっていた
水圧がなくなり、圧迫されていた血管は一気に拡張し、脳に行く血液が減り、脳
が貧血状態になることで、一過性の意識障害を起こすことがあります。浴槽から
出る時は手すりや浴槽のへりを使ってゆっくり立ち上がるようにしましょう。

◎食後すぐの入浴、またアルコールが抜けていない状態での入浴は控えましょう。
◎精神安定剤、睡眠薬などの服用後の入浴は危険ですので注意しましょう。
◎入浴する前に同居者に一声掛けて、見回ってもらいましょう。

■事故を防ぐための注意ポイント■
◎高齢者の餅による窒息事故が多く起きています。高齢になると、そしゃく力や飲み込む力

が低下し、食べたものがスムーズに飲み込みにくくなるため、一層の注意が必要です。
◎餅

もち
を食べる際は、小さく切って、食べやすい大きさにしましょう。

◎急いで飲み込まずに、ゆっくりとよくかんで、唾液とよく混ぜ合わせて食べることが大切です。
◎家族や周囲の方も、食事の様子から目を離さないようにしましょう。

■内容　インターネットトラブルや債
務問題、悪質商法被害など、あ
なたのお悩みに弁護士が対応
します。（相談無料・要予約）

■日時　平成31年１月17日㊍
　　　　午後１時30分～
■場所　六戸町就業改善センター　

［次回開催日程　２月14日㊍］
■予約先　役場産業課

　宅建協会十和田支部主催の不動産相談会を開催します。不動
産に関する相談、苦情などに専門家が対応いたします。是非ご
利用ください。
■内容　不動産の宅地建物取引（売買、賃貸借）などに関する相談、

苦情などについて、専門家が対応いたします。相談は無料
ですが、事前予約が必要です。

■日時　平成31年1月15日㊋　午後１時30分～
■場所　六戸町就業改善センター
■予約　相談は予約制です。予約は、役場産業課で受付します。

　（予約受付：２月７日㊍まで）［次回開催日程：2月12日㊋］
問・予約先　産業課　☎55－4495

＜冬季に多発する入浴中の事故にご注意ください！＞
入浴中の事故は、持病がない場合、前兆がない場合でも発生する恐れがあります。
特に高齢者の入浴中の事故は、発生すると入院が必要な中等症＊以上になる割合が非常に高く、事故の予防が
重要です。そのためには、高齢者の方本人が注意するとともに、家族の方など周りの方も一緒になって事故
を防止することが大切です。　＊生命に危険はないが、入院を必要とする状態。

問・予約先　産業課　☎55－4495

＜年末年始　餅
も ち

での窒息事故に気をつけて！＞
【事例①】雑煮を食べていたら、餅

もち

をのどに詰まらせ顔面が蒼白になった。意識を失って倒れたため、家族で
病院へ搬送した。（60代男性）

【事例②】夫が台所で餅
もち

を食べていた際、のどに詰まらせ窒息した。居間まで自力で出てきたが、心肺停止し
たため救急要請した。病院で処置をしてもらったが死亡した。（70代男性）

問　十和田市消費生活センター　☎51－6757
　産業課　☎55－4495
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　六戸町では農作物の病害虫防除作業の効率化および適期作業による農業経営の安定化を図ることを目
的として、「農薬散布用マルチローターオペレーター（農業用ドローン）技能取得費用」の一部を予算の範
囲内で助成します。

農薬散布用マルチローターオペレーター技能取得費用助成事業のお知らせ

■予 算 額　３０万円（６名分程度）

■対 象 者　以下の要件全てを満たす者
①町内に住所を有する者
②認定農業者（農地所有適格法人を含む）または認定新規就農者
③六戸町人・農地プランの中心経営体に位置付けられた者または位置付けられる見込みの者
　※１経営体当たり２名／年を上限とする
④町税（４税目）とその他の納付金に滞納が無い者
⑤認証取得後は、農業者で組織する団体などに属し活動できる者

■助成金の額　事業費（税抜）の1０分の３以内（1,000円未満切捨てで、補助金交付上限額は50,000円です。）
　　　　　　　※申請は、各受講者年１回を上限とします。

■申 請 期 限　平成31年２月2８日㊍

■提 出 先　六戸町役場　産業課

■補助金申請に必要な書類
　研修の受講がわかる書類、研修費用の領収書、運転免許証等、町税の未納が無いことの証明書　
　※作業用無人ヘリコプター技能を既に取得している場合、その技能認定証の写し
　※申請者が農地所有適格法人である場合、従業員であることが分かる書類

問　産業課　☎55－4495

青森地方法務局人権擁護課からのお知らせ
法務省の人権擁護機関である当局および支局では、人権相談所を開設し、地域住民の皆さまから、
日常生活における悩みごとや困りごとの相談に広く応じております。
１　みんなの人権110番

　差別や虐待、パワーハラスメントなど、様々な人権問題についての相談を受け付ける相談電話です。
　電話は、最寄りの法務局につながり、相談は、法務局職員または人権擁護委員がお受けします。秘密は厳守
します。
　また、青森地方法務局およびその支局では、窓口に置いて、面接による相談も受け付けています。
　◎電話番号　0570－003－110（全国共通）【受付時間：平日午前８時3０分～午後５時15分まで】

２　子どもの人権110番
　いじめや体罰など、子どもの人権についての相談を受け付ける相談電話です。電話は最寄りの法務局につな
がり、相談は、法務局職員または人権擁護委員がお受けします。秘密は厳守します。
　◎電話番号　0120－007－110（全国共通・通話料無料）【受付時間：平日午前８時3０分～午後５時15分まで】

３　女性の人権ホットライン
　セクハラやＤＶなど、女性の人権についての相談を受け付ける相談電話です。電話は最寄りの法務局につな
がり、相談は、法務局職員または人権擁護委員がお受けします。秘密は厳守します。
　◎電話番号　0570－070－810（全国共通）【受付時間：平日午前８時3０分～午後５時15分まで】

４　インターネット人権相談
　法務省の人権擁護機関では、人権相談をインターネットでも受け付けています。相談フォームに氏名、年齢、
相談内容などを記入して送信すると、最寄りの法務局から後日、メール、電話または面談により回答します。
　◎ＵＲＬ　http://www.jinken.go.jp/　（または「インターネット人権相談」で検索）
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国民年金からのお知らせ

　「国民年金納付相談および免除相談窓口」を開設します。相談窓口を開設して、国民年金の納付、免除に関する
ことについて、日本年金機構の担当者が対応しますので、お気軽にご相談ください。
◎日時　平成31年1月23日㊌　午前10時から午後3時30分まで
◎場所　六戸町役場 １階 小会議室
◎お問い合わせ　八戸年金事務所 国民年金課
　　　　　　　　☎0178－44－1742（音声案内2番を押して再度2番を押してください）

新成人の皆さんへ　～　20歳になったら国民年金　～
　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、働いてい
る世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。国民年金は、20歳以上60歳未満の方は加入すること
が義務付けられています。20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！
◎ 国民年金のポイント
■将来の大きな支えになります！

・国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
・国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
■老後のためだけのものではありません！

・国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
・障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場合、そ

の加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。
◎「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
　「学生納付特例制度」

　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予さ
れる制度です。対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校および各種学校（修業年限1年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
「納付猶予制度」
　学生でない50歳未満の方で、ご本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料の納付が猶予
される制度です。※平成2８年6月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

　詳しくは日本年金機構ホームページをご覧ください。https://www.nenkin.go.jp/　

★平成３1年１月分の国民年金保険料の納付期限は平成３1年２月28日です。

国民年金相談窓口を開設

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
１　医療費通知について

　国の税制改正により、平成30年１月１日から医療費通知を確定申告に活用できるようになりました。広域連合
では、今回発送する医療費通知から新たに自己負担相当分を記載し、平成30年からの確定申告時の医療費控除に
活用していただけるよう様式を改正いたしました。
　なお、対象となる期間が平成30年１月診療分から12月診療分となることから、通知書がお手元に届くのは最短
で平成31年２月末頃となります。
　ご理解とご協力をお願い申し上げます。

２　事故にあったとき（第三者行為による傷病届等について）
　交通事故およびけんかなど、第三者の行為による負傷で、健康保険で治療を受けたときには「第三者行為による
傷病届」をお住まいの六戸町役場町民課へご提出くださいますようお願いいたします。
　なお、詳細につきましては、六戸町町民課または青森県後期高齢者医療広域連合までお問い合わせください。

問　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017－721－3821

問　町民課　☎55ー3431／八戸年金事務所　☎0178ー43ー7368
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よ
り
い
っ
そ
う
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
積
極
的

な
利
用
集
積
や
中
間
管
理
機
構
と
の

連
携
な
ど
の
活
動
が
求
め
ら
れ
る
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
事
に
移
り
、
政
策
提

案
決
議
事
項
と
し
て
、
議
案
第
一
号

「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
た
め
の
政
策
提
案

（
案
）」、
申
し
合
わ
せ
決
議
事
項
と

し
て
、
議
案
第
二
号
「
新
・
農
地
を

活
か
し
、
担
い
手
を
応
援
す
る
全
国

運
動
を
や
り
遂
げ
る
た
め
の
申
し
合

わ
せ
（
案
）」、
議
案
第
三
号
「
加
入

者
累
計
十
三
万
人
早
期
達
成
三
ヵ
年

運
動
の
推
進
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ

（
案
）」、
議
案
第
四
号
「
情
報
提
供

活
動
の
一
層
の
強
化
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
（
案
）」
が
議
題
で
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
議
案
第
三
号
は
、
当
町

の
農
業
委
員
会
会
長　
金
渕　
盛
一

○「農業者年金」でしっかり積み立て、がっちりサポート 安心で豊かな老後を

○「全国農業新聞」を購読しませんか

・あなたの老後生活への備えは十分ですか？
・年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
・老後の備えは「国民年金」プラス『農業者年金』が基本です。
【農業者年金の特徴】
①国民年金の被保険者で年間60日以上農業に従事されている方は誰でも加入できます。
②月額２万円から６万７千円まで保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます。
③支払った保険料は全額が社会保険料の控除対象になり、所得税・住民税の節税になります。

また、将来受け取る年金には公的年金等控除が適用されます。
④　積立方式で少子高齢化が進んでも制度の安全性は損なわれません。
⑤80歳保証付きの終身保険です。
⑥認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります。

―農家の思いを伝え農業・農村の「未来」をともに考えます―
毎週金曜日発行　月額７００円（消費税込）
全国農業新聞は、地域農業者の代表機関である農業委員会のネットワークが発行する週刊の
農業総合専門紙です。
①わかりやすい農政解説！　②農業経営に役立つ情報を満載！
③地域づくりのヒントや事例がいっぱい！　④くらしや生活に役立つ話題がいっぱい！
詳しくは農業委員会またはお近くの農業委員までお問い合わせください。

よ
り
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
件

満
場
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
、
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
大
会
は
終
了
し

ま
し
た
。
農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
と
共
に
、
今
後

も
地
域
の
農
地
状
況
を
把
握
し
て
、

中
間
管
理
事
業
な
ど
の
推
進
活
動
を

行
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

会
長
職
務
代
理
者
　
田
中　
　
誠

議案発表する金渕会長
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町からのお知らせ

平成３１年２月１７日㊐　◆開演／午後２時（開場／午後１時3０分）　◆会場／町文化ホール
　　　　　　　　　　　　　　　◆全席指定3,000円（税込）またはみのりスタンプ４冊　
◎チケット販売は町文化ホール（現金販売のみ）または六戸みのりスタンプ会（六戸町商工会内）

問町文化ホール　☎55－5511／六戸みのりスタンプ会　☎55－2095

日程　平成31年1月19日●、26日●
2月 2日●、 9日●

場 所　六戸町就業改善センター　2階 大ホール
講 師　MIZUKI〈さんのへスポーツクラブEnjoy〉

参加料　無料 ※中学生以下は保護者同伴

その他 動ける格好、上履き、飲料など

10時30分～11時30分

申込み先　六戸町教育委員会　スポーツ係　55－3988
主催　青森県教育委員会、六戸町B＆G海洋センター指導者会、六戸町

↓参加する方は下記の申込み先まで、連絡ください。

カスタムメイド健康づくり講座

★初めてでも大丈夫！運動不足解消に！

ヒップホップダンス
教室

HIP
HOP★

土
土

土
土
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Town	News

おいらせ町  
新春！うそ八百・ほら吹き大会
1月2０日日　13：00～　みなくる館

「ひとつのホラが地域の夢に」大いに笑って、新年を楽しもう！「うそ八百・ほら吹き大
会」のほか「おいらせ町特産 赤そば早食い競争」や「お楽しみ抽選会」などを行います。

問おいらせ町まちづくり防災課　☎0178－56－2131
三 沢 市  姉沼でワカサギ釣り
結氷後（例年1月下旬）～3月中旬
姉沼

姉沼が凍結したらワカサギ釣りの始まりです。北国ならではの冬限定アクティビティを
満喫しましょう。駐車場とトイレ完備で快適に楽しめます。初心者や観光体験におすす
めのレンタルサービスもあり、誰でも気軽にワカサギ釣りデビューが出来ます。

問青森フィッシングガイド　代表：西本　☎090－3506－6608
十 和 田 市  十和田湖冬物語
十和田湖畔休屋特設イベント会場
２月１日㊎～24日日

毎夜打ち上げられる冬花火や、幻想的なイルミネーション、青森・
秋田の郷土料理を味わえるゆきあかり横丁などを楽しめます。

問十和田湖冬物語実行委員会
☎0176－75－2425

三 沢 市  
米軍三沢基地見学ツアー
①2月15日㊎　12：30～
②3月15日㊎　12：30～
米軍三沢基地内
（集合場所：スカイプラザミサワ）

米軍三沢基地と三沢市は、主要な施設を巡る基地見学バスツアー
『フレンドシップツアー』を毎月共同で開催しています。併催ツ
アーも開催していますので、ぜひこの機会にご参加ください。詳
しくは三沢市ウェブサイトをご覧ください。

【申込方法】　先着60名。電話、メールまたはFAXでお申し込み
　　　　　　ください。

【申込期間】　①1月4日㊎～1月23日㊌ ②2月1日㊎～2月20日㊌
問三沢市産業政策課　☎0176－53－5111（内線537）／FAX　0176－53－7516

野 辺 地 町  国設野辺地まかど温泉スキー場
　　　　好評営業中！
【アルペンコース】営業中～3月1０日日
　★ナイター1月1日㊋～2月28日㊍
【クロカンコース】　営業中～3月1０日日
　★ナイター1月4日㊎～3月2日㊏
（毎週日・月曜日と主要なスキー大会の前日を除く）

陸奥湾と下北半島の大パノラマを望むまかど温泉
スキー場は、起伏に富んだコースやファミリーゲ
レンデ、ナイターを備え、ご家族やご友人とのウ
ィンタースポーツに最適です！また、ナイター付
きのクロスカントリーコースでは無料の貸しスキ
ーセットのご用意も。この冬は、スキー発祥の地、
まかど温泉スキー場へぜひお越しください。
※積雪状況などにより、変更する場合がございま
すので、ご確認のうえ、お越しください。

問【アルペンコース】馬門温泉スキー場　　　　
☎0175－64－3138

【クロカンコース】あったかハウスまかどの森
　☎0175－64－0778

「東京六戸会」たより
　　　　　　　～会長　新年のご挨拶～

148

　明けましておめでとうございます。
　東京六戸会の皆様並びに六戸町の
皆様には平成最後となる新年を健や
かにお迎えの事とお慶び申し上げま
す。
　平成は IT の著しい発展により
SNS などで、直接お会いしなくて

も情報交換がスムーズで故郷がより身近に感じること
が出来るようになりました。反面、2011年3月11日東
北地方太平洋沖地震に象徴されるように自然災害がい
つ起きてもおかしくない事を痛感した時代でもありま
す。

　昨年もいろんな地域での災害で甚大な被害をもたら
しております。被災された方々には心よりお見舞い申
し上げます。六戸町は自然災害の少ない地域で、いつ
帰省しても変わらない風景、町民の皆様の温かい人柄、
言葉があり、六戸町出身者の原点で心の深呼吸をして
英気を養えるところです。
　東京六戸会も会員の皆様がいつでも帰るところが出
来る会を今後とも目指して参ります。そして六戸町の
皆様との交流で町の再発見および可能性を強く感じて
おります。
　関東在住の方で新規会員を随時募集中です。是非と
もご参加宜しくお願い申し上げます。
　最後になりますが東京六戸会および六戸町の皆様に
とりまして穏やかな年になりますよう心からお祈り申
し上げ新年の挨拶とさせていただきます。

東京六戸会会長　佐藤　明　(六戸中52年度卒)
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町からのお知らせ

本のリクエスト＆お問い合わせ⇒⇒六戸町立図書館　☎ 55 － 4561
開館時間　午前9時30分～午後６時図書館だより

一
般
図
書

児
童
図
書

◆新着図書紹介◆

明るいセンスと技術

六戸町犬落瀬字明土67－1
TEL. 0176-55-3982
FAX. 0176-55-5358

E-mail rokuchuuou1032@bz01.plala.or.jp

）（ ）（

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

図書館カレンダー  図書館休館日 2019年１月

 休館日

メイプル童話会 ※図書館の休館日は、図書館ホーム
ページでも確認できます。

◆あおもり冬の読書週間◆
　１月６日㊐から１月26日㊏までは、“あおもり冬の
読書週間”です。図書館では、これに合わせて「冬を
楽しむ」をテーマに図書の展示をおこないます。ぜ
ひ、ご利用ください。

　期　間　　１月５日㊏～1月31日㊍
　場　所　　図書館内　一般閲覧室

★読書マラソン継続中！★
　７月から始まりました読書マラソンのポイント付
与は、冬休み中も継続しており、１月13日㊐までが対
象期間となります。おはなし会への参加もポイント
付与対象となっております。詳しくは、図書館カウン
ターまでお問い合わせください。

◆メイプル童話会◆
今月はどんなお話が聞けるかな。
親子で楽しいひと時を♪
　日　時　１月13日㊐　午前10時30分～
　場　所　図書館内　児童室

毎月の新着図書の一覧は町ＨＰでも紹介しています　

スマホ用

「奇跡の本屋を
つくりたい」
久住　邦晴

「文豪たちの
ラブレター」

別冊宝島編集部

「「だけ」レシピ」
市瀬　悦子

「悪玉伝」
朝井　まかて

「脳をだませば
やせられる」

ギエネ・ステファンＪ

「ツキマトウ」
真梨　幸子

「オオイシさん」
北村　直子

「おつきさまの
おさんぽ」

カワチ　レン

「いちにちなぞの
いきもの」

ふくべ　あきひろ

「それしかないわけ
ないでしょう」

ヨシタケ　シンスケ

「れいぞうこの
おくのおく」

うえだ　しげこ

「Michi」
junaida

◆現場者　　◆話し方で損する人、得する人　◆キレイが目覚めるドライヤーお灸
◆世界一美味しいチャーハンの作り方　◆転生！太宰治－転生して、すみません　　　ほか

◆なんびきのねこたちおどる　◆どうぶつどんどん　◆そらからきたこいし
◆ウインナさん　◆アンナとビイブ　　　ほか



15 広報ろくのへ　642号

六戸消防署だより / 警察署だより

平成30年
県内の交通事故概況

青森県交通対策協議会
（平成３0年11月３0日現在）

11月中 六 戸 町 年間累計 11月末累計

発生 269件（＋５） 20件（±０） 2,666件（－241）
死
者
の
状
態

年齢別 高齢者の死者（65歳以上の人） 25人（+６）
夜 夜間の死者 26人（+10）

死者 ３人（＋１） ０人（±０） 40人（＋３） 状態別 歩行者の死者 13人（±０）
飲　酒 飲酒運転による死者 11人（+９）

（　）内は対前年比です。また、速報値
のため後日変更することがあります 傷者 358人（＋16） ４人（＋１） 3,296人（－305） シート

ベルト
自動車乗車中の死者 19人（＋１）
非着用死者 10人（＋３）

●青森県警察本部地域課
　〒030－0801　青森市新町二丁目3－1
　☎017－723－4211
●入山する山を管轄する警察署、交番、駐在所
●山域の案内所、旅館、
　入山口への専用ポストなど
●入山者の職場、学校、家庭など

登山計画書の提出先

警察署
だより

十和田警察署
☎23－3195

六戸消防署
だより

六戸消防署
☎55－2016

冬山の遭難をなくそう
問　十和田警察署　☎0176－23－3195・六戸駐在所　☎0176－55－2110

六戸消防署
だより

六戸消防署
☎55－2016

六戸消防署
だより

六戸消防署
☎55－2016

１　昨シーズン（平成2９年12月から平成3０年３月まで）の冬山遭難発生状況
　　○　２件２人（昨年比＋１件、＋１人）、無事救助　〈原因〉スキーをするために入山したが、道に迷い遭難した。
２　入山者への注意事項

⑴　知識や経験、技術の未熟な登山者だけでの入山は厳に慎みましょう。
⑵　冬山経験豊富なリーダーのもとにパーティーを組みましょう。
⑶　十分な冬山装備を携行しましょう。
⑷　通信手段（携帯電話など）を携行しましょう。
　　＊山岳地帯では、携帯電話の通じない場所があることに
　　　注意しましょう。
⑸　天気予報を確認し、天候の急変には細心の注意を払いましょう。
⑹　スノーボーダーは、「スノーシュー」を携行しましょう。
⑺　スキー場などではコース外を滑走しないようにしましょう。
⑻　登山計画書を必ず提出しましょう。

1月26日は文化財防火デーです
　文化財防火デーは、昭和24年に世界最古の木造建築物である
法隆寺金堂（奈良県）の火災により壁画が焼損したことに基づき、
制定されました。
　消防署では毎年、皆さんの文化財愛護意識の高揚を図るため
に消防訓練を行っています。今年で65回目になります。

今年度、文化財防火デーに伴う消防訓練を下記日程のとおり実施することとなりました。
◎と　き　　平成31年１月20日日  ９時30分～10時　　◎ところ　　六戸町文化財（旧苫米地家）

写真は、一昨年実施し
た消防訓練の様子です。大切な命を守るため

　　住宅用火災警報器を設置しましょう！！
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Information

問　企画財政課　☎55－4583入 札 結 果 公 表 平成3０年12月５日執行
№ 工事（委託）番号 件　　　　　　　　名 落札業者 落札金額（千円）
1 工第37号（下水第30-単2号） 公共下水道マンホール蓋高さ調整等工事 ㈱大同建設 3,400

2 工第38号（公共（小松）第30-単1号） 小松ケ丘処理区マンホール蓋高さ調整等工事 ㈲伸栄建設 3,030

3 工第39号（集排第30-単3号） 農業集落排水マンホール蓋高さ調整工事 ㈲佐々木興業 3,050

　
別
途
各
人
に
連
絡

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　
　
三
沢
募
集
案
内
所

☎
・
ＦＡＸ
０
１
７
６（
5３
）１
３
４
６

　
（
平
日
午
前
８
時
45
分

～
午
後
５
時
3０
分
）

aom
ori.pco.m

isaw
a@
rct.

gsdf.m
od.go.jp

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
31
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

■
出
願
期
間

　
平
成
30
年
12
月
１
日
か
ら

　
平
成
31
年
３
月
17
日
ま
で

■
資
料
請
求　
無
料

問　
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
２（
３8
）０
５
０
０

　
　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
　
☎
０
１
７
８（
70
）１
６
６
３

　
　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

募
　
集

自
衛
官
募
集

【
自
衛
官
候
補
生
】

■
応
募
資
格

　
1８
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

■
試
験
期
日　

　
平
成
31
年
１
月
26
日
㊏
・
27
日
㊐

　
平
成
31
年
２
月
16
日
㊏
・
17
日
㊐

■
試
験
場
所
（
予
定
）

　
青
森
駐
屯
地
ま
た
は
八
戸
駐
屯
地

■
受
付
期
間　
通
年

【
予
備
自
衛
官
補（
一
般
公
募
）】

■
応
募
資
格

　
1８
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

　
平
成
31
年
１
月
上
旬
～
４
月
上
旬

■
試
験
期
日　
平
成
31
年
４
月
上
旬

■
試
験
場
所
（
予
定
）

　
別
途
各
人
に
連
絡

【
予
備
自
衛
官
補（
技
能
公
募
）】

■
応
募
資
格

　
1８
歳
以
上
で
各
種
国
家
免
許
資
格

等
を
有
す
る
方
（
国
家
免
許
資
格
・

各
種
目
の
上
限
年
齢
等
の
細
部
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
受
付
期
間

　
平
成
31
年
１
月
上
旬
～
４
月
上
旬

■
試
験
期
日　
平
成
31
年
４
月
上
旬

■
試
験
場
所
（
予
定
）

平
成
３0
年
度
甲
種
防
火
管
理

再
講
習
の
お
知
ら
せ

■
受
講
対
象　
劇
場
・
飲
食
店
・
店

舗
・
ホ
テ
ル
・
病
院
な
ど
不
特
定
多

数
の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
（
特
定

防
火
対
象
物
）
の
う
ち
、
収
容
人
員

が
３
０
０
人
以
上
の
建
物
の
防
火
管

理
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る
方
で
、
次

の
受
講
期
限
に
よ
る
。

①
新
た
に
防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ

た
方
で
前
回
の
講
習
を
修
了
し
た

日
か
ら
５
年
を
超
え
て
い
る
場
合

は
、
選
任
の
日
か
ら
１
年
以
内

②
そ
れ
以
外
の
方
は
、
最
後
の
受
講

し
た
日
以
降
に
お
け
る
最
初
の
４

月
１
日
か
ら
５
年
以
内

■
講
習
日
時

　
平
成
31
年
２
月
５
日
㊋

　
午
前
９
時
40
分
～
11
時
50
分

■
会
場　
十
和
田
消
防
庁
舎
２
階

■
教
材
費　
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
※
受
講
日
に
支
払
い

■
受
講
手
続
き　
各
消
防
署
備
え
付

け
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
受
講
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
消
防
本
部
予
防

課
へ
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

平
成
31
年
１
月
７
日
㊊
～
11
日
㊎

※
平
日
の
み
（
定
員
50
人
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
）

問　
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
１
７
６（
25
）４
１
１
３

お
知
ら
せ

歌
謡
倶
楽
舞
メ
イ
プ
ル
２
０
１
９

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

新
春
第
９
回　

歌
と
踊
り
の
祭
典

■
日
時　

　
平
成
31
年
１
月
13
日
㊐

　
午
前
11
時
開
演
（
入
場
10
時
～
）

■
場
所　
町
文
化
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

　
前
売
り
券　
１
，
０
０
０
円

　
（
当
日
券　
１
，
５
０
０
円
）

問　
歌
謡
倶
楽
舞
メ
イ
プ
ル

　
　
会
長　
円
子　
正
嗣

０
９
０（
２
７
９
５
）１
４
４
１

　
　

「
第
41
回
定
期
演
奏
会
」の

開
催
に
つ
い
て

　
海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
て
大
湊

音
楽
隊
に
よ
る
「
第
41
回
定
期
演
奏

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　
平
成
31
年
２
月
11
日
㊊

　
　
　
　
開
場　
午
後
１
時
～

　
　
　
　
開
演　
午
後
２
時
～

■
場
所　
八
戸
市
公
会
堂

■
入
場
料　
無
料

　
た
だ
し
、
入
場
整
理
券
が
必
要
で

す
。
整
理
券
を
ご
希
望
の
方
は
、

「
往
復
は
が
き
」
ま
た
は
「
Ｅ
メ
ー

ル
」
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
同
行
者
の
氏
名
・
年
齢
を
必
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ず
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
応
募
は
、
１
人
１
通
ま
で
で
す
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
開
場
が
満
席
の
場
合
は
、
入
場
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
締
切　

　
平
成
30
年
１
月
2８
日
㊍　
必
着

問
・
申
込
先

　
〒
０
３
５

－

８
５
１
１

　
青
森
県
む
つ
市
大
湊
町
４

－

１

　
海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部

「
第
41
回
定
期
演
奏
会
」係

☎
０
１
７
５（
24
）１
１
１
１

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所
で

は
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
借
金
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、

青森県弁護士会　保土澤　史教
ほ　 ど　 さわ　　   ふみ  のり

（0176）58－5115
十和田市西十二番町11－15（十和田市立中央病院裏）
〔取り扱い業務〕　離婚/相続/交通事故/借金/刑事
　　　　　　　　　その他法律問題全般
〔受付時間〕　平日　9：00～18：00
〔相 談 料〕　初回　60分　3,000円（税別）

地元、六戸出身の
弁護士です。
まずはお気軽に
お問合せください。

町税・保険料　納期限

国民健康保険税（7期）
介護保険料（7期）

後期高齢者医療保険料（7期）

の納付月です。

納期限は
1月31日㊍

まちのうごき（平成３0年11月末現在）

区分 人口 前月比 前　年同月比
男 5,361 －4 +24
女 5,674 －1 +29

合計 11,035 －5 +53
世帯 4,442 +2 +82
転入 29 － －
転出 26 － －
出生 5 － －
死亡 13 － －

戸 の 口 11月届出分

�　お 誕 生　�

�林
はやし

　來
ら

那
な

　　　　　　　 林
　（父　友規・母　藍　二女）

�小
こ

比
ひ

類
るい

巻
まき

　里
り

好
こ

　　　　折 茂 新 田
　（父　利光・母　裕子　長女）

�田
た

中
なか

　優
ゆう

太
た

　　　　　　根 古 橋
　（父　亮・母　めぐみ　長男）

❖　お く や み　❖

❖砂　渡　キヨヱ（84歳） 高 舘
❖山 端 君 恵（53歳） 下 町
❖佐々木　ヲ　メ（85歳） 折 茂 新 田
❖川 村 ヱ コ（82歳） 上 町
❖越 智 祥 行（46歳） 小 松 ケ 丘
❖新 山 キ ク（76歳） 折 茂 新 田
❖ 舘　　よしゑ（93歳） 岡 沼
❖田 中 　 博（70歳） 南 町 ㈠
❖苫米地　ス　ミ（91歳） 上 町
❖佐々木　ト　シ（92歳） 上 町
❖高 見 光 男（72歳） 舘 野

戸籍の窓口掲載欄は、届出時に確認し、希望
者のみ掲載しています。他市町村で届け出し
た場合でも掲載することができます。掲載を
希望する場合は、町民課戸籍担当まで届け
出ください。なお、家族が届け出する場合は、
本人の了承が必要となります。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
秘
密
厳
守
・
無
料
。
お
電
話
で
の

相
談
も
可
能
で
す
。

■
受
付　
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所　
青
森
合
同
庁
舎
３
階

問　
青
森
財
務
事
務
所

　
☎
０
１
７（
７
７
４
）６
４
８
８

公
共
職
業
訓
練「
住
宅
建
築
施
工
科
」

３
月
期
受
講
生
募
集
お
よ
び

訓
練
見
学
説
明
会
参
加
者
募
集

■
応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
の
申
込
み
を
し
て
い
る
方

■
訓
練
内
容　
木
造
住
宅
の
施
工
方

法
に
関
す
る
技
能
・
知
識
の
習
得
■

訓
練
期
間

　
平
成
31
年

　
３
月
５
日
㊋
～
８
月
30
日
㊎

■
訓
練
場
所

　
青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ

ー
八
戸
実
習
場

■
定
員　
15
人

■
受
講
料

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
別
途
）

■
申
込
み　
平
成
31
年

　
１
月
11
日
㊎
～
２
月
15
日
㊎

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

○
訓
練
見
学
説
明
会

■
日
時

　
平
成
31
年
１
月
2８
日
㊊
、

　
２
月
７
日
㊍
（
ど
ち
ら
か
選
択
）

　
午
前
10
時
～
正
午

■
場
所

　
青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ

ー
八
戸
実
習
場

■
参
加
料　
無
料

問　
青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
八
戸
実
習
場

☎
０
１
７
８（
7３
）５
５
３
５

競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付
に
つ
い
て

（
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
）

　
平
成
31
・
32
年
度
に
十
和
田
地
域

広
域
事
務
組
合
が
発
注
す
る
入
札
な

ど
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次

に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
区
分
お
よ
び
有
効
年
度

①
物
品
の
製
造
請
負
、
売
買
ま
た
は

役
務
提
供
な
ど
（
平
成
31
年
度
）

※
中
間
年
の
受
付
と
な
り
ま
す
の
で
、

平
成
30
年
受
付
期
間
に
申
請
さ
れ

た
方
は
不
要
で
す
。

②
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
（
平
成
31
・

32
年
度
）

■
受
付
期
間　
１
月
15
日
㊋
～
２
月

15
日
㊍
ま
で
（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
が
平
成
31
年

２
月
15
日
ま
で
の
も
の
が
有
効
。

■
提
出
書
類　

　
統
一
様
式
ま
た
は
組
合
指
定
様
式

※
提
出
要
領
お
よ
び
組
合
指
定
様
式

は
各
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問　
十
和
田
地
区
広
域
事
務
組
合

☎
０
１
７
６（
20
）８
１
０
０

指
名
競
争
入
札
な
ど

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

（
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
）

　
平
成
31
年
度
に
十
和
田
地
区
環
境

整
備
事
務
組
合
が
発
注
す
る
入
札
な



	 182019（H31）１月号

▼11月22日

▼11月1９日

▼11月2０日▼12月13日

　Information  ま ち の わ だ い

ふるさと自慢ＣＭ　準大賞 獲得

第26回「戸」のサミット会議が開催される

町の福祉充実に役立てて監査員としての功労に表彰

　
第
18
回
ふ
る
さ
と
自
慢

わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞
（
Ａ

Ｂ
Ａ
青
森
朝
日
放
送
主

催
）
で
、
有
志
団
体
「
６

ｄ
ｏ
ｏ
ｒ′
ｓ
」（
藤
村
真

代
表
）
が
中
心
と
な
っ
て

作
成
し
た
Ｃ
Ｍ
が
準
大
賞

を
受
賞
、
町
長
へ
報
告
し

ま
し
た
。
藤
村
代
表
は

「
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
同

時
進
行
す
る
中
で
の
作
成

で
、
厳
し
か
っ
た
が
、
自

分
た
ち
の
特
色
を
だ
せ
た
。

六
戸
町
の
Ｐ
Ｒ
に
な
れ
ば

嬉
し
い
。
次
は
大
賞
を
目

指
し
て
、
よ
り
六
戸
ら
し

さ
の
濃
い
作
品
を
つ
く
り

た
い
」
と
、
今
年
の
苦
労

と
来
年
へ
の
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

　
準
大
賞
の
Ｃ
Ｍ
は
、
平

成
31
年
１
月
３
日
よ
り
、

青
森
朝
日
放
送
で
１
５
０

回
（
年
間
）
放
送
さ
れ
ま

す
。

　
今
回
で
26
回
目
と
な
る

戸
の
サ
ミ
ッ
ト
会
議
が
九

戸
村
で
開
催
さ
れ
、
県
南

・
岩
手
県
北
の
「
戸
」
に

ま
つ
わ
る
９
市
町
村
の
首

長
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
会
議
は
多
様

な
分
野
で
活
発
な
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
お
り
、
首
長
か

ら
各
ま
ち
の
近
況
を
報
告

が
行
わ
れ
、
地
域
振
興
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

六
戸
町
商
工
会
建
設
工
業
部
会

（
河
野
豊
部
会
長
、
写
真
㊥
）
が
町

社
会
福
祉
協
議
会
（
田
中
孝
雄
会
長
、

写
真
㊧
）
を
訪
れ
、
メ
イ
プ
ル
タ
ウ

ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
で
販
売
し
た

木
工
製
品
や
包
丁
研
ぎ
な
ど
の
収
益

の
一
部
３
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
㊨
は
斗
沢
定
儀
副
部
会
長
）

　
町
社
協
へ
の
寄
付
は
14
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
（
幸

田
喜
孝
会
長
）
よ
り
、
町
監
査
委
員

と
し
て
長
年
に
わ
た
り
財
務
管
理
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
対
し
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は
、

石
井
妙
雄
氏
（
写
真
㊨
か
ら
２
番

目
）、
米
内
山
功
氏
（
写
真
㊧
か
ら

２
番
目
）、
田
中
豊
博
氏
（
写
真
１

番
㊧
）
の
３
名
で
す
。

ど
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次

に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
区
分
お
よ
び
有
効
年
度

①
物
品
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
な
ど
（
平
成
31
・
32
年
度
）

②
建
設
工
事
（
平
成
31
年
度
）

※
中
間
年
の
受
付
と
な
り
ま
す
の
で
、

平
成
30
年
受
付
期
間
に
申
請
さ
れ

た
場
合
は
不
要
で
す
。

■
受
付
期
間　
１
月
15
日
㊋
～
２
月

15
日
㊎
ま
で
（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

※
提
出
要
領
お
よ
び
組
合
指
定
様
式

は
各
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問　
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
事
務
局
総
務
係

☎
０
１
７
６（
55
）２
１
７
８

公
立
上
北
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ご
紹
介

■
施
設
紹
介

　
公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家
の
中
に

併
設
さ
れ
て
い
る
上
北
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
学
校
教
育
や
社
会

教
育
活
動
の
援
助
と
し
て
、
教
育
を

目
的
と
す
る
団
体
・
個
人
に
対
し
、

交
通
安
全
・
道
徳
教
材
・
ア
ニ
メ
関

係
な
ど
、
様
々
な
分
野
の
視
聴
覚
教

材
を
、
無
償
で
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　
上
北
地
域
に
住
む
、
教
育
を
目
的

と
す
る
団
体
・
個
人

（
営
利
目
的
・
宗
教
活
動
を
目
的
と

す
る
方
は
、
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

■
利
用
方
法

　

教
材
の
リ
ス
ト
は
、「
公
立
小
川

原
湖
青
年
の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
か

ら
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
の
教
材
が
あ
れ
ば
、
当
施
設
に

来
訪
い
た
だ
き
、「
利
用
申
請
書
」

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
連
絡
を
い
た
だ
け
た

方
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま

す
。

■
貸
出
期
間　
貸
出
日
か
ら
１
週
間

（
延
長
に
つ
い
て
は
要
相
談
）

■
開
館
日　
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時

問　
公
立
上
北
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
（
小
川
原
湖
青
年
の
家
内
）

☎
０
１
７
６（
56
）２
３
９
３問　総務課　☎ 55 － 4582

消防団員
募集大

切
な
人
と

ふ
る
さ
と
を
守
る

左
か
ら
二
戸
市
長
、
三
戸
町
長
、

南
部
町
副
町
長
、
一
戸
町
長
、
九
戸
村
長
、

五
戸
町
長
、
六
戸
町
長
、、
七
戸
町
副
町
長
、

八
戸
市
長
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▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
▼
新
し
い
年
は
、

「
平
成
の
終
わ
り
」
と
「
新
元
号

の
始
ま
り
」
と
い
う
大
き
な
節
目

の
年
と
な
り
ま
す
。
平
成
生
ま
れ

（
私
で
す
）
が
若
い
と
言
わ
れ
て

い
た
時
代
が
ど
ん
ど
ん
と
後
ろ
に

進
ん
で
い
く
こ
と
に
、
物
悲
し
さ

と
、
そ
の
分
だ
け
大
人
に
な
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
の
か
、
自
問
自

答
す
る
毎
日
で
す
。
が
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
て

も
し
か
た
な
い
の
で
、
新
年
を
笑

顔
で
迎
え
、
余
計
な
こ
と
は
考
え

ず
に
目
標
に
向
か

い
猪
突
猛
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
▼
み
な
さ
ま

の
計
が
つ
つ
が
な

く
果
た
さ
れ
ま
す

よ
う
、
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。

［2018年のまちの笑顔］

小松ケ丘出張所開所日（１月）

毎週
㊋・㊍

８日㊋　1０日㊍　15日㊋
17日㊍　22日㊋　24日㊍
2９日㊋　31日㊍

●

編
集
後
記
●

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

▼ 六戸町功労者表彰
式並びに六戸町民新
年祝賀会

〔六戸町文化ホール〕

▼雪ん子教室
〔小川原湖青年の家、
～７日〕

6 7 8 9 10 11 12
▼ HIVに関する相談、

B型およびC型肝炎検
査〔上十三保健所〕

▼心配ごと相談所
〔老人福祉センター〕

13 14 15 16 17 18 19

▼精神保健福祉相談
〔上十三保健所〕

▼女性健康相談
〔上十三保健所〕

▼夢生学習塾
（脳トレ）
〔六戸町文化ホール〕

▼ 4・12か月児健診
〔就業改善センター〕

▼青年講座
（チーズ講座）
〔六戸町文化ホール〕

20 21 22 23 24 25 26

▼ HIVに関する相談、
B型およびC型肝炎検
査〔上十三保健所〕

▼心配ごと相談所、
行政合同相談

〔老人福祉センター〕

▼療育相談
〔上十三保健所〕

▼ 3歳児健診
〔就業改善センター〕

▼ 戸の兄弟のまち交
流事業

（スキー交流会）
〔九戸村村営くのへ
スキー場〕

27 28 29 30 31 2/1 2

1 月の行事・健康カレンダー＆まちの笑顔　

◆元日

主な町施設の休館日（１月）
１日㊊～５日㊎　28日㊊

平成31年３月末日まで使用
できません。
１日㊍～４日㊎　７日㊊
14日㊊㊗　2０日㊐　
21日㊊　　28日㊊

文化ホール

体 育 館

図 書 館

◆成人の日



　
12
月
８
日
、次
代
を
担
う
中
学
生
が
、

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
作
文
の
創
作
を

通
し
て
人
権
尊
重
の
重
要
性
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、豊
か
な
人
権
感
覚
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
、第
38
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
青
森
県
大
会（
青
森

地
方
法
務
局
と
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
が
主
催
）の
入
賞
作
品
の
発
表
が
あ

り
、当
町
か
ら
苫
米
地
亜
珠
さ
ん（
六
戸

中
３
年
）の
作
品「
大
切
な
笑
顔
を
守
る

た
め
に
」が
優
秀
賞
、竹
下
舞
さ
ん（
六

戸
中
２
年
）が
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
に
継

続
し
て
尽
力
し
た
と
し
て
、六
戸
中
学

校
に
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

町内小・中学校
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12
月
２
日
、
法
人
化
30
周
年
を
迎
え
る
六

戸
町
社
会
福
祉
協
議
会（
田
中
孝
雄
会
長
）が
、

第
23
回
六
戸
町
社
会
福
祉
大
会
を
町
文
化
ホ

ー
ル
で
開
催
し
、
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
大
会
の
初
め
に
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

30
年
間
の
活
動
写
真
を
投
影
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ふ
く
し
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
受
賞

作
文
発
表
で
は
、
受
賞
者
に
よ
る
堂
々
と
し

た
発
表
が
壇
上
で
行
わ
れ
、
来
場
者
ら
は
真

剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
町
社
会
福
祉
へ
の
尽
力
に
対
し
、

各
種
団
体
・
個
人
へ
、
表
彰
状
と
感
謝
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
大
会
長
は
「
当
会
は
、
地
域
福
祉
の

推
進
役
と
し
て
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
事
業
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
関
係
各
位
に
支
え
ら
れ
て
運
営
で

き
た
も
の
で
す
。
今
後
直
面
す
る
で
あ
ろ
う

諸
課
題
の
複
雑
化
に
対
し
、
六
戸
町
民
が
一

丸
と
な
り
、
よ
り
良
い
地
域
共
生
社
会
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ

う
。」
と
式
辞
。

　
式
典
後
は『
笑
い
は　
健
康
の
も
と
』の
演

題
で
、
タ
レ
ン
ト
・
民
謡
歌
手
の
黒
石
八
郎

氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
会
場
に
は

黒
石
氏
の
軽
妙
な
語
り
と
、
来
場
者
の
笑
い

声
が
響
き
ま
し
た
。

式辞を述べる
田中大会長

歩みを振り返り、
   安心して暮らせる町づくりを目指す

六戸町社会福祉協議会法人化30周年記念大会


